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・
．
＾
ん
ま
る
，
、
袖
ひ
・
・
、
エ
の
は
せ
足
ち
ぢ
め

　
目
白
に
ね
む
る
父
よ
風
邪
ひ
か
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

春
ち
の
8
3
…

　
　
寂
し
く
ち
る
ね

　
寒
さ
も
和
ら
ぎ
＼
よ
う
や
く
春
の
気
配

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
三
月
十
八
日
（
金
）

町
内
で
は
中
学
咬
の
卒
業
式
が
行
な
わ
η
、

ま
し
た
。

　
ム
フ
年
は
男
子
五
匹
名
、
女
子
一
七
名
の

九
一
名
の
生
徒
が
＝
一
年
間
過
ご
し
た
学
び

舎
を
後
に
．
春
の
陽
射
し
を
体
い
っ
ぱ
い

う
け
な
が
ら
夢
と
希
望
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
道
へ
と
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
．
．

…
写
真
は
夷
郷
中
学
咬



4謬 �､ご’う明

3回野

合一

　
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
た
、
東
郷

町
合
同
金
婚
式
が
二
月
十
八
日
へ
金
）

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
町
内
か
ら
二
十

一
人
と
も
ま
つ
健
や
か
に
過
ご
し
つ
と

　　

@
い
は
ば
い
ふ
べ
き
こ
の
五
十
年

1
若
山
牧
水
の
愛
弟
子
大
悟
法
利
雄
氏
の
歌
集
か
ら
一

一
組
の
夫
婦
が
め
で
た
く
金
婚
を
迎

え
ら
れ
、
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な

か
っ
た
二
組
の
夫
婦
を
除
き
十
九
組

の
夫
婦
が
式
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
十
九
組
の
夫

婦
を
代
表
し
て
寺
迫
の

高
野
専
市
さ
ん
・
ハ
ナ

エ
さ
ん
夫
婦
に
町
長
か

ら
金
婚
証
書
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

祝
宴
に
入
る
と
そ
れ
ぞ

れ
の
夫
婦
は
五
十
年
間

の
中
で
楽
し
か
っ
た
こ

と
、
苦
し
か
っ
た
こ
と

の
思
い
出
話
し
に
花
が

さ
き
、
夫
婦
に
な
っ
て

か
ら
の
思
い
出
を
た
ず

ね
る
と
、
苦
し
か
っ
た
思

い
出
と
し
て
は
、
昭
和

十
八
年
差
ら
十
九
年
に

か
け
て
結
婚
し
た
夫
婦

と
い
う
こ
と
で
、
ど
の

夫
婦
も
新
婚
当
時
の
戦

争
中
・
後
に
物
心
共
に
苦
し
ん
だ
思

い
出
の
よ
う
で
し
た
。

　
一
方
楽
し
か
っ
た
思
い
出
と
し
て

は
、
そ
の
戦
争
も
終
わ
り
復
員
し
て

二
人
が
再
会
し
た
こ
と
、
そ
し
て
子

供
を
産
み
平
和
な
家
庭
が
持
て
た
と

い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
の
夫
婦
の
共

通
し
た
思
い
出
の
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
「
今
後
ど
の
よ
う
な
夫
婦
生

活
を
お
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
？
」

と
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
ど
の
夫
婦
も

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
甲
斐
を
持
た
れ
て

お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
が
、
共
通
し

た
希
望
と
し
て
は
「
お
互
い
健
康
に

充
分
気
を
つ
け
、
思
い
や
り
の
気
持

ち
を
持
っ
て
仲
良
く
い
つ
ま
で
も
長

生
き
出
来
る
よ
う
な
生
活
を
お
く
り

た
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
二
人
仲
良
く
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
こ
と
も
・
苦
し
い
こ
と
も

　
　
共
に
喜
び
二
人
励
ま
し
あ
っ
て
生
き
て
き
た

輝
き
の
2
1
組

【
三
月
】

　
高
野
專
市
・
ハ
ナ
エ
夫
婦

　
新
名
辰
良
・
ト
ヨ
子
夫
婦

　
黒
木
満
義
・
ノ
ブ
夫
婦

　
野
別
義
男
・
綾
子
夫
婦

　
黒
木
光
志
・
キ
ク
ヨ
夫
婦

　
黒
木
金
一
・
タ
キ
エ
夫
婦

【
福
瀬
】

　
直
野
　
萬
・
千
代
子
夫
婦

　
高
尾
友
治
・
ミ
ヨ
カ
夫
婦

【
小
野
田
】

　
桑
田
　
明
・
フ
ミ
子
夫
婦

　
糸
平
勝
美
・
由
香
夫
婦

　
草
野
　
勉
・
ト
シ
夫
婦

【
迫
野
内
】

　
佐
藤
彌
市
・
ツ
ギ
エ
夫
婦

　
前
田
　
明
・
ヤ
エ
子
夫
婦

【
八
重
原
】

　
伊
東
久
雄
・
チ
エ
子
夫
婦

【
羽
坂
】

　
山
田
和
・
マ
ツ
子
夫
婦

　
橋
口
保
・
ク
マ
夫
婦

　
中
井
　
清
・
キ
ヨ
子
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
寺
原
　
薫
・
ソ
エ
子
夫
婦

【
坪
谷
】

　
吉
田
良
正
・
ユ
キ
エ
夫
婦

　
那
須
昧
義
・
ミ
ヨ
ノ
夫
婦

【
越
表
】

　
中
里
　
強
・
ア
キ
夫
婦

鴨
舞
強

㍗

慶
直
参
ぎ
、
毛
・
て
気
き
あ
み
く
㌘
握
9
一

ろ
伎
遜
ぐ
孫
遜
ヶ
～
向
詩
ラ
℃
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
七
怯
し
・
古
℃
い
は
乳
⇒
・
一

～
金
婚
を
迎
え
た
あ
る
夫
婦
の
喜
び
～

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

　　　　　　　　　『塾弓こ層’り③

「いつでも・どこでも・誰でもJが学習できる環境づくり

の推進と、活力に満ちた自治公民館づくりを目指して

東郷町言醐臨大会一3月6日差日）

　
平
成
五
年
度
を
「
生
涯
学
習
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
従
来
か
ら
開
設
し
て

き
た
各
学
級
・
教
室
に
加
え
新
た
に
生
涯
学
習
の
た
め
の
教
室
等
が
開
設
さ

れ
一
年
間
学
習
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
，
ま
た
公
民
館
に
お
い
て
も
生
涯

学
習
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
拠
点
づ
く
り
と
自
治
公
民
館
の
あ
り
方
を
目
指
し

て
各
公
民
館
で
自
主
的
な
活
動
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た

　
自
治
公
民
館
そ
し
て
各
学
級
・
教

室
で
こ
の
［
年
間
学
習
活
動
し
て
き

た
こ
と
を
発
表
す
る
「
事
例
発
表
」

で
は
、
各
学
級
等
の
代
表
者
六
名
と

一
団
体
か
ら
発
表
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

一
年
間
の
学
習
成
果
を
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
学
習
を
は
じ
め
た
と
き
の
動
機
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
苦
労
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
教
養
と
し
て
身
に
つ
い
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
等
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
．

生
涯
学
習
事
業
の
充
実
を
願
い
…

　
一
年
間
の
締
め
く
く
り
と
し
て
生

涯
学
習
活
動
・
自
治
公
民
館
活
動
に

関
わ
っ
て
き
た
人
た
ち
に
一
堂
に
会

し
て
い
た
だ
き
、
各
学
級
・
教
室
の

修
了
式
も
兼
ね
、
ま
た
今
後
の
本
町

の
生
涯
学
習
事
業
を
一
層
充
実
し
て

い
く
こ
と
を
願
い
「
生
涯
学
習
推
進
・

自
治
公
民
館
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

▲生涯学習のための学級・教室で一年間学習を受けてきた各

学級・教室生の代表者15人に、生涯学習推進会議会長である

町長からひとり一人に修了証書が手渡されました。

レ
英
会
話
教
室
に
参
加
し
、
そ
の
成

果
を
全
て
英
語
で
発
表
し
て
く
れ
た

鶴
野
内
の
甲
斐
和
歌
子
さ
ん
（
高
島
）

　
通
訳
は
教
室
の
講
師
で
あ
っ
た
エ

デ
ル
・
ク
イ
ー
ン
さ
ん

　
　
　
3
賭
ミ

鑑
曜

レ
「
自
治
公
民
館
」
か
ら
羽
坂
自
治
公
民

館
長
の
若
藤
健
さ
ん
の
発
表
の
様
子

レ
「
高
齢
者
学
級
」
か
ら

　
黒
木
滉
さ
ん
の
発
表
の
様
子

“
名
前
を
一
つ
覚
え
て
呼
ぶ
こ
と
は

　
　
　
　
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
一
つ
拾
う
が
如
し
”

はラ
ム
恵
泉
会
理
事
長
の
滝
田
和
子
氏

か
ら
「
生
き
る
よ
ろ
こ
び
と
仲
間
づ

く
り
」
と
題
し
て
、
家
庭
の
中
で
の

体
験
談
を
交
じ
え
な
が
ら
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

大
会
最
後
に
行
な
わ
れ
た
講
演
で

、
コ
こ
、
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

最
後
に
贈
ら
れ
た
言
葉

　
言
葉
づ
か
い
は
心
づ
か
い

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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着
き
・
～
憲

　　4月4日イースター祭は

　　　　　学校も職場もお休みとなります

　4弓4ヨはイースター須活祭の日です。イースク　というの

はキリスト復活を記念する祭りで．世界〔Pのキリスト教徒にと

ってはクリスマスよリイースクー復活祭の方が将別な祭りだと

思います。当時．ローマ人より支配され．虐待を受けて：のたユ

ダヤ人の閤にユダヤ人の男（メアリ）を持つキ．ソスkが救いの

神として現れました。苦しみを切り抜けられるよう教えを説き

多くのユダヤ人に慕われ崇められるキリスト1：こ脅威やうとまし

さを感じるローマ人達の手によってキリストは十字架に張りつ

けられて亡くなってしまいました。その亡くなったE∋が寄金斎

日（イースターの前の金曜日）であり．キリストが死ぬ前に予

言したとおり、3日後のEヨ曜Eヨに、キ1」ストはひどい苦しみを

切り抜けて復活しました。その後キリストは天使となって昇っ

て行ったことから人が死ぬ時魂は天使となって永久に生き続け

るという考え方があります。そのキリストの復活した日を祝っ

㍉

♂秘懲オ．婿ξ競．綱目

　　　　　　　　　　　　　　，，

1毛〔’16（三v計，

て普通は3目2r日の灰の満月に灰ぐ日曜日にイースターの祭り

が行われます。

罎叢誌欝灘軽1
校の春休みはイ　スターがいっか「こよって決められるレ．学校

ばかりでなく職場も5E問の床みをもらいます。

　　　　　エッグ
　　　　　　卵は新生活のシンボル
　　　　　　　　　　　ヂ　　ニゆナ　コ　　須回したEヨの前の40ヨ閤は2匹旬節三という期問です。こO

曽1こキ1．1スkが張りつけられてし、た苦しみを思　、±して猿『夢

叢を行います．昔々ア窃ランドで［謎唖の間回するこ簑

違三霧三霧鍵lll漢磯
やめたり．大人の場合は騙日まで肉食や酒飲をやめ切しま塾

す．高山の日［こ旬の鰐が終切ますのでキリス℃復f
を筆二㌶二器轟議註す娘エックだと、、わ壕

ています。キリスドの復活は新生活の象徴として考えられるよ1～

うに．昔々から卵も粧活のシン杣です・　　　孝
　そして復活を祝うために子供たちがチョコレートーで卵型こ作ζ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“られたおかしをたべる習慣があります。

　　▲「F引1te」とはアイルランド語で歓迎の意味。クレ

嬢臓思懸窪謝7罵饗濡順義衆：舜融隔．四則，♂φ凶無給磯甑螺，、・鐸’t

交
通
事
故

　
　
　
　
　
お
互
い
に
大
き
な
傷

　
平
成
五
年
は
一
年
間
に
発
生
し
た

人
身
、
物
損
の
両
事
故
が
二
八
二
件

発
生
し
、
前
年
に
比
べ
大
き
く
増
加

し
、
重
大
事
故
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
月
目
心

配
さ
れ
て
い
た
死
亡
事
故
が
町
内
で

発
生
し
ま
し
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

神
な
ら
ぬ
身
、
入
間
に
は
思
い
も
か

け
な
い
、
ま
さ
か
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
起
こ
り
ま
す
。
そ
れ
は
不
運
と
言

う
か
、
結
果
的
に
は
不
注
意
と
も
言

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
事
故
の
原

因
が
何
で
あ
っ
た
か
、
ど
う
ず
れ
ば

避
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
自
分
の

運
転
や
歩
行
行
動
の
な
か
で
、
事
故

に
至
ら
な
か
っ
た
ま
で
も
そ
れ
等
の

事
故
と
結
び
つ
く
同
じ
よ
う
な
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
と
す
る
瞬
間
が
な
か
っ
た

か
、
十
分
反
省
さ
れ
て
今
後
の
戒
め

と
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
被
害
者
の
家
族
の

方
は
大
事
な
家
族
を
失
っ
た
深
い

　
悲
し
み
を
受
け
、
加
害
者
の
方
は
人

　
の
命
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の

　
苦
し
み
を
背
負
っ
て
い
く
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。
お
互
い
心
に
大
き
な
傷
を

　
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
今
回
は
平
成
六
年
に
使
用
さ
れ
る

　
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
全
国
の
応

　
募
作
品
の
な
か
で
入
賞
し
た
も
の
を

死
者

全
国
県
内

五
四
一
人

十
六
人

計
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
川
町

日
向
市

6
励
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傷
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一
に
U
2
」
傷
　
員
り
3
　
1
　
一

　
）
7
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（

7
（
3
）

1
（
1
）

6
（
1
）

6
（
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）

17

i1①

52

i2田

250

illl）

事物
ﾌ損

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す

紹
介
し
ま
す
。
心
に
刻
ん
で
お
い
て

く
だ
さ
い
。

★
最
優
秀
作
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

　
〔
運
転
者
に
対
す
る
も
の
〕

　
事
故
は
瞬
間
、
ベ
ル
ト
は
習
慣

　
〔
歩
行
者
に
対
す
る
も
の
〕

　
止
る
は
ず
、
老
い
の
甘
え
が

　
　
　
招
く
事
故

　
〔
小
中
学
生
に
対
す
る
も
の
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

　
　
と
び
だ
す
子
、
は
し
る
く
る
ま
カ

　
　
　
か
み
つ
く
そ

　
★
優
秀
作
（
警
察
庁
長
官
賞
）

　
・
迷
惑
駐
車
、
置
か
れ
て
わ
か
る

　
　
　
自
宅
前

　
・
と
び
だ
す
な
、
ひ
と
息
つ
い
て

　
　
　
右
左

　
　
交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
A
2
月
末
累
計
（
　
）
内
は
当
月
分
V

★あなたのまわりであったボツトな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉

壇欲蠣
心配する前に検診を〃
　　　安心する前にも検診を〃

　平成5年度中に実施した各種検診は次のような結果となりました。

「検診は転ばぬ先の杖」毎年受けるようにしましよう。

◎住民基本健康診査（対象者は、40歳以上の町民全則

寺　迫 福　瀬 小野田 鶴野内 迫野内 八重原 田　野 羽　坂 仲　深 坪　谷 越　表 下渡川 合　計受診率
対象者 304 254 173 254 156 62 92 116 113 197 84 37 1，842

受診者 145 134 98 105 113 32 66 64 76 131 71 31
　　　　57．9
P，066　．

受診率 　　，S7．7’ 　　つ5T2．8 　　つT6．6’ 　　ワS1．3’ 　　つつV2．4 51．6’レ 　　つV1．7‘ 　　，つT5．2 　　，5U7．3 　　ン，U6．5 84．5㌧ 　　3W3．8

◎結核検診（対象者は、16歳以上の町民全則

対象者 432
　FS47 272 327 205 84　　110 131 185 314 126 38

2
6
7
1
　
，

受診者 267 244 185 214 138 53　1　87 101 134 249 115 36

1
8
2
3
　
，

68．3

受診率
　　　　つレ
U1．8

　　　　7，
T4．6

　　　　ワ5
U8．0

　　　　つつ
U5．4

　　　　つ＝
U7．3 63．1㌧79．1％ 　　　　つ∫

V7．1
　　　　ンワ
V2．4

　　　　，ワ
V9．3

　　　　つつ
X1．3

　　　　，つ
X4．7

◎胃集団検診（対象者は、40歳以上の町民全員）

対象者 375 475 309 311 238 99 113 192 182 330 116 37

受診者 30 56 79 85 58 13 39 37 40 89 30 11

　　　　　20．4
T67

受診率
　つ，
W 11．8乞 　　　　7ン

Q5．6
　　　　つ，
Q7．3

　　　　つつ
Q4．4

　　　　つつ
P3．1

　　　　つ5
R4．5

　　　　ク9
P9．3

　　　　，ひ
Q2．0

　　　　つコ
Q7．0

　　　　5ク
Q5．9

　　　　つり
Q9．7

◎婦人検診（対象者は、30歳以上の町民女性）

対象者 255 284 212 203 125 49　　67 112 106 199 61 19 1，692

受診者 119 84 94 97 35 18　’　22 24 35 82 22 8 640

37．8

受診率
　　　　つつ
S6．7

　　　　シつ
Q9．6

　　　　つ，
S4．3

　　　　つワ
S7．8

　　　　，つ
Q8．0

　　　　りつ　　　　　　　　　り，
R6．7　　　　　32．8

　　　　つつ
Q1．4

　　　　つ5
R3．0

　　　　5つ
S1．2

　　　　つ，
R6．1

　　　　つS2．1師

◎大陽ガン検診（対象者は、40歳以上の町民全則

対象者 392 527 350 334 263 121 116 202 205 356 130　1 38 3，034i

受診者 160 107 195 130 110 38 76 83 95 153 75 18

　　　　　　　40．9

P．240　i

受診率
　　　　，シ
S0．8 　　　　3Q0．3

　　　　つ，
T5．7

　　　　ラ5
R8．9 　　　　’クS1．8 31。4㌧ 　　　　レレ

U5．5
　　　　クレ
S1．1

　　　　つつ
S6．3

　　　　ワ，
S3．0

　　　　つ5
T7．7 47．43

※上記の対象者数は、事業所・病院等で受診された方は含まれていません．

　
町
で
は
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
役
場
住
民
課

前
の
待
合
室
の
一
角
に
自
動
血
圧
測

定
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
械
は
だ
れ
で
も
簡
単
に
使

用
で
き
る
た
め
特
に
中
高
齢
者
に
重

宝
さ
れ
て
お
り
、
窓
口
で
待
つ
時
間

を
利
用
し
て
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
役
場
に
お
い
出
に
な
っ

た
際
、
ま
た
お
近
く
に
お
い
出
に
な

っ
た
際
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

i

鋭、
㌧

’

耀
　
　
“

’
窒

肥

・
ご

頴
匿
酵
」

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
睦
實
さ
ん
（
寺
迫
）

二　
藝
饒

、
　
噸

　
先
に
都
合
に
よ
り
退
任
さ
れ
た
橋

口
岩
夫
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
寺
判

の
黒
木
睦
實
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

ま
し
た
．
．

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
す
べ
て
の
人

権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
と
な

り
、
越
表
区
・
海
野
俊
男
さ
ん
を
含

め
て
3
名
（
1
名
欠
員
中
）
の
委
員

の
方
で
町
内
の
人
権
擁
護
活
動
に
御

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

役
場
待
合
室
に
血
圧
測
定
機

　
　
　
　
　
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　
健
康
診
査
は
、
一
、
〇
六
六
名
の
受

診
者
の
う
ち
、
八
四
九
名
（
七
九
・
六

％
）
が
指
導
又
は
、
病
院
で
の
診
察

が
必
要
で
し
た
。

　
結
核
検
診
は
、
一
、
八
二
三
名
の

受
診
者
の
う
ち
、
二
〇
名
（
一
・
一

％
）
が
精
密
検
査
が
必
要
で
し
た
．
．

　
胃
集
団
検
診
は
、
五
六
七
名
の
受

診
者
の
う
ち
、
一
四
C
名
（
二
四
・

七
％
）
が
精
密
検
査
が
必
要
で
し
た
。

　
婦
人
検
診
は
、
六
四
〇
名
の
受
診

者
の
う
ち
、
七
名
二
⊥
％
）
が

精
密
検
診
が
必
要
で
し
た
。

　
大
腸
ガ
ン
検
診
は
、
一
、
二
四
〇
名

の
受
診
者
の
う
ち
、
五
八
名
（
四
・
七

％
）
が
精
密
検
査
が
必
要
で
し
た
．
．

　
全
体
的
に
精
密
検
査
の
必
要
な
方

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
胃
集
団
検
診
、

大
腸
ガ
ン
検
診
の
結
果
で
「
ガ
ン
」
と

診
断
さ
れ
た
方
が
数
名
い
ま
し
た
．

「
検
診
は
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
年
一

回
は
、
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉
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翌鋤欝まち0～アルバム：欝

z　　幽■

昭拶どうご’

門川農業高校から
　　コチョウランのプレゼント
2月24日休）顛　　　　　　　　嘱齢司艮　　霧…覆星　　メ｝♂　　　　　．　　門川農業高校から特別養護老入ホーム牧水園に同校の生徒た

　　　　　　　　　　遭’「弩猶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『眠「　’　ちが丹精込めて育てたコチョウランの鉢植えがプレゼントされ　　　　　、　　　、　　　　　　“

勘響辱i藁欝1溜息藩
磯縦懸羅隠1：1≧欝欝ll三罷審二黒
｛雪三一　旦皇一三一茎7璽翼ヨ7｝夏．罫旦主三．主⊥二二」L主塁≧夏三互三夏匪孟夏7＝【コ【亙．】【］【＝旺【－「－一翼翼三毫：■二藍藍Σ㍉「夏颪鎚〔三＝茎＝【■＝一－ーコ「茎

、謡撒…　顔蛾咀蚤・
　特別養護老人ホーム牧水園では、高齢化社会を迎えた中

で、町民が在宅の寝たきり老人等の合理的な介護技術を学

び、在宅介護に役立ててもらおうと、広く町民に参加をよ

びかけ介護教室を開催しました、

　講師はいつも施設内でお年寄りのめんどうをみている專

門の寮母さんとあって、介護を受ける方の身になっての介

護を基本に、体位変換や排泄介助方法等をわかりやすく「

寧に指導していただきました。

蟄
ぎ
、

冨罵

　　　　＼

乱ご穂
　　　　｝

－－．τ璽．－＝ヨ〔

1み

な

陰

㍉魂・

－－－＝亙三三三葺至三軍互量三璽＝コ【重．－】【一】【一【一掴互裏■■互互】【茎．互コ【互－】【■■夏互■

防火ポスター展
　　　　～小・中学生78人が出展～

2月26日（土）～3月7日（月）

　2月26日から7日まで春の火災予防運動が行なわれまし

た、この運動の一環として日向地区広域消防咽向市・門

川町・東郷町．が行なった防火ポスター展には、町内から

・J・学生54点・中学生24点の出展がありました，展示会場と

なったアスティ寿屋日向店では展示初日に表彰式が行なわ

れ、東郷町観賞を受賞した東郷小6年生の都甲裕之君をは

じめ21名が表彰を受けました，

■璽1．■一一互． R三軍璽■＝L】【．】【玉重π　
】【－＝【－聾．亙三コ【＝■】［国璽コ【茎＝隻三三互：三遠：室互ξ互互璽裏；互璽．互璽Σ．－】【－－H］臣【】＝＝］【至＝】［－至互■コ【

6年生最後の

　　　お別れ遠足
　3月11日働

　越表小学校では今年卒業していく二人の仲間に、小学校

生活最後の楽しい思い出を残してもらおうと、全校児童／12

名1と先生たちとで学校から4kmある下渡川に遠足に行きま

した．

　目的地に着くとすぐにみんなで楽しくダンスやゲームをし

　たりしていましたが、在校生から6年生へ、6年生から

．． @在校生へそれぞれメ・セージが贈られるとみんなしん

ミ壕　みりとなり、改めて別れが近いことを感じていたよ

『」・’・　うでした．

★田1報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑳2111（14）まで〉

　　　　　　遅蝦ど弓ごり⑦

思
掛

1

　　　東郷町見
。。。　　＿＿＿R茂

わ瀞
　
隻
」
σ
■

奥
ゆ

ノ
亀
3

〔
・

「　
○や
一

　
　
へ
り

藁
。

　
レ
弓
」
！
　
一

　
　
！
／
謡

じ

樹　　
　
　
さ
ん
（
3
9
歳
）

　
現
在
門
川
町
に
お
住
ま
い
で
、
「
毎

日
潮
の
香
り
、
山
の
香
り
に
包
ま
れ

て
元
気
一
杯
過
ご
し
て
い
ま
す
．
「
と

い
う
又
見
さ
ん
。
町
内
の
会
社
に
勤

務
さ
れ
、
奥
さ
ん
と
子
供
三
人
そ
れ

に
奥
さ
ん
の
お
か
あ
さ
ん
と
六
人
家

族
で
す
。
．

o
出
身
地

　
　
田
野
　
皆
野

。
生
年
月
日

　
昭
和
二
十
九
年
四
月
九
日

O
現
在
の
住
所

　
門
川
町
庵
川
東

★
☆

み
3
さ
と
6
思
い
出
ば
な
し

消
え
る
こ
と
の
な
い
写
る
さ
と
の
名
場
面

．　

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

　
作
ら
れ
た
自
然
の
中
で
し
か
遊
ぶ

事
を
知
ら
な
い
現
代
の
子
供
達
。
そ

の
子
供
達
を
観
る
時
、
自
然
と
四
ツ

に
組
ん
で
遊
ん
だ
幼
な
い
時
の
光
景

が
、
二
重
写
し
に
浮
び
上
が
る
。
村

全
体
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
し
て

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
達
は
、

所
狭
し
と
遊
び
回
っ
た
。
手
足
は
い

つ
も
生
傷
が
た
え
ず
赤
チ
ン
に
は
い

つ
も
世
話
に
な
っ
た
。
刈
り
入
れ
の

終
っ
た
田
ん
ぼ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ

ジ
ア
ム
。
村
を
囲
む
山
々
は
合
戦
の

主
戦
場
。
畑
の
土
は
素
足
の
裏
に
こ

こ
ち
良
く
芸
術
家
達
の
ア
ト
リ
エ
。

川
は
カ
ッ
パ
達
の
歓
声
の
宴
．
、
そ
れ

ら
は
い
つ
も
日
没
再
試
合
の
連
続
。

大
人
達
の
怒
声
が
あ
ち
こ
ち
で
上
が

る
時
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
達
は
家
路
を
急

文
化
施
護
の
充
実
を
…
…

　
東
郷
町
が
生
ん
だ
偉
大
な
文
化
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

”
牧
水
”
そ
の
牧
水
の
ふ
る
さ
と
、

と
し
て
文
化
を
中
心
と
し
た
施
設
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
文
化
は
カ
ル
チ
ャ

ー
と
い
い
、
耕
す
と
い
う
意
味
が
あ

る
そ
う
で
す
。
人
間
関
係
が
ま
す
ま

す
希
薄
に
な
っ
て
行
く
中
で
、
人
を

耕
し
、
心
を
耕
す
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
文
化
を
こ
れ
か
ら
大
切
に
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
…

今
の
牧
水
の
資
料
館
を
発
展
さ
せ
、

町
の
歴
史
資
料
館
も
同
席
し
、
も
ち

ろ
ん
施
設
は
木
の
香
り
の
す
る
木
造

建
築
で
、
他
県
と
の
文
化
交
流
を
図

り
他
県
の
文
化
財
を
お
借
り
し
て
展

示
出
来
る
様
に
し
て
は
。
そ
こ
に
は

地
場
産
室
の
交
流
も
出
来
、
人
の
交

流
も
出
来
る
様
に
な
る
の
で
は
な
い

ぐ
、
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
は
四
季
お

り
お
り
の
味
覚
を
提
供
し
て
く
れ
る

五
星
レ
ス
ト
ラ
ン
。
土
手
に
腰
か
け

自
然
の
美
味
を
味
わ
っ
た
．
．
そ
ん
な

情
景
が
、
ふ
る
さ
と
の
匂
い
と
一
緒

に
心
の
写
真
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
が
ど
ん
な
に
姿
を
変
え
様

と
、
い
つ
で
も
名
場
面
は
ア
ル
バ
ム

の
中
か
ら
取
り
出
せ
る
．
．
そ
れ
は
、

時
が
た
つ
に
つ
れ
ま
す
ま
す
鮮
や
か

に
な
っ
て
行
く
だ
ろ
う
。

　
γ
～
ぐ
～
6
宝
．
6
3
．
炉
葦
～
炉
～
杢
～
◎
～
童
糞
～
（

　
又
見
さ
ん
た
ち
が
子
ど
も
の

　
頃
は
舟
を
利
用
し
て
学
校
に

　
通
っ
て
い
ま
し
た
。

▲富川右岸の元渡舟場（右下）

で
し
ょ
う
か
．
、
牧
水
が
残
し
て
く
れ

た
文
化
の
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

相
寄
り
て
文
化
向
上
誓
い
た
り
西
郷

　
東
郷
文
芸
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

中
の
又
利
国
神
社
の
神
仕
え
都
甲
の

　
守
ぞ
深
き
縁
や

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

相
見
る
は
二
十
年
ぶ
り
学
舎
の
友
と

　
酌
む
酒
胸
に
し
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

聖
上
も
詠
み
給
ひ
た
り
浦
安
の
舞
の

　
祈
り
の
波
立
、
た
ぬ
世
を

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

幾
世
代
汲
み
続
け
し
ゃ
こ
の
小
川
砂

　
　
　
　
　
　
て
コ

　
に
埋
る
も
手
仁
掬
い
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
、
黒
木
　
　
滉

梅
の
花
マ
輪
ゴ
輪
咲
き
そ
め
る
そ
の

　
　
　
　
　
サ
コ
　
む
　
　
カ

　
春
待
た
ず
甥
永
久
に
逝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
・
国
作

　
　
　
　
　
も
ゆ
　
　
お
く
つ
も
セ

雨
煙
る
酒
泉
の
桂
に
寛
ぎ
て
短
歌
教

　
室
味
わ
い
深
し
　
．
べ
！
、

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

遠
沖
の
車
窓
に
見
ゆ
る
お
舟
出
の
美

　
々
津
灯
台
雨
に
煙
れ
り
、
「

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

　
ぼ
ろ
見
遥
か
す
山
脈
と
お
く
霞
た
つ
茶
屋

　
ヶ
峠
に
昼
の
月
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

手
に
取
り
て
今
年
も
有
り
し
師
の
年

　
賀
八
十
路
越
え
い
て
筆
あ
ざ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

綾
の
町
酒
泉
の
桂
を
訪
ね
来
て
き
き

　
酒
に
酔
う
お
か
し
き
わ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
津
　
利
江

由
緒
あ
る
隅
木
の
御
社
詣
で
つ
つ
百

　
済
の
昔
韓
と
胸
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
園
男
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h
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亀
う
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ど塘

滋國歴⑤粛
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◎㊥＠

　　　　小野田の

　奈須愛也香ちゃん5歳

父：奈須信幸さん

母：　まり子さん
O好きな食べ物は何ですか？

　アイスクリーム

。好きなテレビ番組は何で

▲題「スーホの白い馬を観て」

な
？
・

　
か
乱
す
セ
大
た

　
　
　
　
賑

伊
　
感
ボ

　
τ戸
懸 　セーフームーン

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　パーマ屋さん

　　　　福瀬の
　田中かおりちゃん．5劇

父：田中敏幸さん

母：　　愛弓さん

。好きな食べ物は何ですか？

▼題「スーホの白い馬を観て」

テレビ番組は何で

　
し
な
？
・
キ

　
カ
き
カ
ン

好
お
好
す
ポ
大
た
お

　
　
O
　
　
　
　
O
ンキ・アキーズ

きくなったら何になり

いですか？

めん屋さん

．
Y
．
Y
．
T
．
γ
．
Y
．
Y
．
Y
．
7
．
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
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・
7
・
7
・
7
・
7
。
Y
・
γ
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
7
・
7
・
Y
。
Y
・
7
●
Y
●
Y
・
●
o
▼
●
▼
●
Y
・
ヤ
・
7
・
Y

　
　
　
勘
、

自衛官の慰問に
　大喜び／
　長迫木材加工団地施設用地
の造成工事のため町内に滞在
している陸上自衛隊施設部隊
〔久保隊長以下41名）の隊

員数名と、鹿児島の大隊から
工事の指導として来町してい
た隊員3名が、地域の人たち
とふれあい、交流する目的で
3月5日CD、養護老人ホーム

鈴峰園を訪れ入園者に歌やガ
マの油売り・バナナのたたき
売り・こま回しといった芸を
披露してくれました．

　披露してくれた隊員は、暇

をみつけてはあちこちの施設
等を訪ねて芸を披露している
ということで、さすがに歌も

芸もフ二級。入園者は思わぬ
大道芸人の慰問に盛んに拍手
をおくっていました、

　ちなみに一行の師匠といわ
れる坂下隊員〔下写真）は、

全国の自衛官の中でも屈指の
芸人だそうです。

…へ（ハ…賭　

～
株
式
会
社

…
住
建
リ
ー
ス
宮
崎
工
場

…　

結
ｽ
町
大
字
山
陰
乙
＝
二
一
〇
番
地

…
　
　
　
　
　
（
福
瀬
）

ド

r
　
T
E
L
⑲
2
3
6
0

．
　
F
A
X
㊥
）
3
5
9
5

　
　
代
表
取
締
役
　
中
本
昭
文

一
〇
設
立
年
月
日
は
？

…
　
　
平
成
五
年
四
月
十
二
日

㎜酢
O
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

…
　
　
男
十
七
人
・
女
八
人
の
計
二
十

～
五
人
で
す
・

㎜…
O
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

r
　　　　　　ρ一、．　　　　　脳圏’．．－　　　　㌔’一　　　、卍　　㌦ぱ
　P欄　●　r．「■一’一、．

動
勃
②
㊨
勤

　
県
内
で
生
産
さ
れ
ま
す
杉
材
を

利
用
し
、
住
宅
用
の
焼
杉
加
工
板

の
生
産
販
売
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
外
装
用
－
焼
杉
カ
ラ
ー
塗
装
仕
上

●
内
装
用
一
焼
杉
弓
造
仕
上

…
o
会
社
の
特
徴
な
ど
を
お
し
え
て
く

　
だ
さ
い
・

一
県
・
町
の
誘
致
企
業
と
し
て
設

　
立
さ
れ
、
広
島
に
本
社
を
持
っ
て
い

（　
ま
す
。
会
社
の
特
徴
は
杉
板
原
板

…　

�
逑
x
近
い
高
温
で
焼
く
事
に
よ

…
り
監
・
防
腐
効
果
が
高
ま
・
、

　
　
約
七
〇
年
間
は
充
分
使
え
る
高
材

⑳

一．　　印門”r夢F一し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
と
な
り
、
更
に
は
特
殊
技
法
と
塗
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
装
に
よ
り
木
目
を
生
か
し
た
美
感
（

　
の
あ
る
杉
材
と
し
て
仕
上
が
っ
て
㌦

　
い
く
こ
と
で
す
。
月
に
六
〇
C
～
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
七
〇
〇
㎡
の
杉
板
を
処
理
し
月
産
ド

　
坪
数
二
万
三
千
坪
を
目
標
と
し
関
W

　
西
方
面
、
九
州
管
内
に
も
出
荷
を
（

　
し
て
お
り
今
後
も
耳
川
流
域
を
中
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
心
と
し
た
良
材
を
生
か
し
、
味
の
あ
”

　
る
商
品
を
創
り
な
が
ら
町
の
発
展
に
一

　
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
．

○
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
何
で
す
か
？
凸

　
社
員
の
平
均
年
齢
は
三
十
六
歳
で
．

　
す
．
こ
の
若
さ
で
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
曜

　
等
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
門

　
い
き
、
社
員
の
融
和
・
語
ら
い
を
大
」

　
切
に
ま
い
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
．
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　　　　　　　　　　　　　　　一．　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一’隔■旧層Fr、　　　　　　　　　、㎡幽、．A　　　　　　　’門．．’囚、．門1Fげ臨　　　　　’一幽．咽．κF咽」．｝　　　㌦’－＿．脚一㌔．　’幽、．’開醐一一．画－
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⑨
　　　　　　　●

韓
殿
韓
鍵

⑳
東
郷
町
の

　
　
2
1
世
紀
の
医
療

東
郷
町
立
病
院
院
長

整
形
外
科
大
　
崎

泰

　
今
回
は
東
郷
町
の
二
十
一
世
紀
の

医
療
を
展
望
し
て
み
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
戦
後
我
が
国
は

急
速
な
高
度
成
長
を
と
げ
、
世
界
有

数
の
経
済
大
国
と
な
り
ま
し
た
．
、
そ

の
結
果
、
平
和
と
安
定
し
た
社
会
が

も
た
ら
さ
れ
、
世
界
「
の
長
寿
国
と

な
り
、
総
人
口
の
六
十
五
歳
以
上
の

占
め
る
割
合
す
な
わ
ち
高
齢
者
人
口

は
今
や
二
長
％
に
達
し
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
若
者
が
流
失
す
る
山
村

過
疎
の
町
村
で
は
そ
の
傾
向
が
更
に

顕
著
で
あ
り
、
こ
こ
東
郷
町
も
そ
の

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

に
長
寿
化
杜
会
が
足
早
に
迫
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
余
生
を
送
れ
る
よ
う
な
生
活

環
境
が
十
分
に
整
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
医
療
を
含
め
、
福
祉
や
保
健

の
体
制
は
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
ま
だ
不

十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
．
、

　
さ
て
昨
年
六
月
よ
り
町
立
病
院
に

赴
任
し
医
療
に
従
事
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
私
の
見
る
限
り
東
郷
町
に
お

い
て
は
当
院
を
含
め
老
人
ホ
ー
ム
、

黒
黒
、
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
医

療
福
祉
施
設
は
あ
る
程
度
整
っ
て
お

り
、
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
た
保
健

予
防
活
動
や
住
民
検
診
、
在
宅
ケ
ア

を
中
心
と
し
た
ヘ
ル
パ
ー
活
動
も
盛

ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
働
く
職
員
の
皆

さ
ん
が
非
常
に
熱
心
な
の
に
は
感
心

さ
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
、
．
し
か
し
、

横
の
つ
な
が
り
、
連
帯
感
と
い
っ
た

包
括
的
な
考
え
方
や
十
年
二
十
年
先

を
見
据
え
た
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が

欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま

せ
ん
．
．
縦
割
り
行
政
の
弊
害
と
言
っ

て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
や

は
り
医
療
、
福
祉
、
保
健
の
中
心
と

な
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
べ

き
定
着
医
が
い
な
い
こ
と
が
最
大
の

要
因
と
考
え
ま
す
．
．
残
念
な
が
ら
我

々
は
県
の
人
事
で
動
く
公
務
員
で
あ

り
、
定
着
医
と
は
な
り
得
ま
せ
ん
．
．
　
↑

出
生
率
が
年
々
減
少
し
て
い
る
今
日
、

高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
ん
で
行
く
で

し
ょ
う
。
東
郷
町
の
皆
さ
ん
が
健
や

か
な
老
後
を
送
れ
る
よ
う
、
老
人
福

祉
に
熱
意
を
持
っ
た
定
着
医
が
】
日

も
早
く
見
つ
か
る
こ
と
を
念
じ
て
止

み
ま
せ
ん
。

「
図
鯛
鯛
胸
開
墾
加
開
稠
図
“
胴
図
圓
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脚
脚
一
…
一
齢
ー
窪
窪
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一
岡
圏
図
“
脚
h
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一
脚
一
脚
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脚
脚
瞬
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隔
鱒
随
脚
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闘
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帥
脚
』
”
脚
脚
脚
脚
脚
闘
脚
図
髄
圏
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脚
脚
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圓
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一
脚
脚
一
脚
脚
一
h
脚
一
脚
脚
艮
脚
脚
一
凶
齢
睡
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隣
脚
脚
隣
瞬
”
睡
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齢
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躍

皿
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国隅

｝
籍
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歯科医師会だより
r
…
“
ー
ー
ー
ー
謹
言
ー
謹
言
言
言
ー
ー
：
一
：
一
門
…
…
；
脚
…
…
…
…
圏
脚
：
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図
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圏
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旺

　
今
回
は
、
早
期
の
む

し
歯
に
つ
い
て
の
お
話

で
す
。

　
歯
は
、
神
経
（
歯
髄
）
、
そ
の
回
り

を
覆
う
象
牙
質
、
そ
の
上
に
あ
る
エ

ナ
メ
ル
質
で
で
き
て
い
ま
す
。
早
期

の
む
し
歯
は
Q
、
Q
と
言
わ
れ
、
表

面
の
エ
ナ
メ
ル
質
が
む
し
歯
に
冒
さ

れ
た
状
態
で
す
。
痛
み
も
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
歯
は
こ
の
段
階
で
治
せ
ば
、

治
療
中
の
痛
み
も
ほ
と
ん
ど
感
じ
ず

に
す
み
ま
す
。

　
早
期
の
む
し
歯
に
は
、
3
つ
の
治

療
法
が
あ
り
ま
す
。
　
一
つ
は
「
レ
シ

ン
充
愼
」
と
言
っ
て
、
歯
の
色
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
詰
め
物
の
こ
と

で
す
。
治
療
後
も
目
立
た
ず
、
一
回

の
治
療
で
終
わ
り
ま
す
。
二
つ
目
は

「
ア
マ
ル
ガ
ム
充
填
」
と
言
っ
て
、

1
表
紙
へ
牧
水
0
～
7
2
、
の
解
説

歯
に
直
接
詰
め
込
む
銀
歯
の
こ
と
で

す
。
歯
も
あ
ま
り
削
ら
ず
に
済
み
ま

す
。
3
つ
目
は
「
イ
ン
レ
ー
」
と
言

っ
て
、
型
を
取
っ
て
埋
め
込
む
銀
歯

の
こ
と
で
す
。
型
を
取
る
た
め
に
少

し
歯
を
削
り
ま
す
が
、
そ
の
分
丈
夫

で
し
っ
か
り
と
作
ら
れ
ま
す
の
で
、

歯
と
歯
の
間
の
む
し
歯
や
少
し
進
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
む
し
歯
に
は
こ
の
治
療
が
な
さ
れ
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。
い
ず
れ
の
治
療
法
も
一
度
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

二
度
の
通
院
で
終
わ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

費
用
も
安
く
て
す
み
ま
す
。
放
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湿

お
く
と
す
ぐ
に
水
が
し
み
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

な
り
、
む
し
歯
が
象
牙
質
へ
と
進
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

で
行
き
ま
す
の
で
、
早
め
の
治
療
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

　
郷
里
坪
谷
か
ら
、
「
父
、
危
篤
」
の

電
報
が
来
て
、
帰
郷
し
た
の
は
、
明

治
四
十
五
年
七
月
の
末
で
、
喜
志
子

と
新
婚
生
活
に
入
っ
た
直
後
の
こ
と

で
し
た
。
幸
い
父
の
病
気
は
心
配
し

た
ほ
ど
で
は
な
く
、
再
び
上
京
し
よ

う
と
思
っ
て
も
、
家
庭
の
事
情
が
そ

れ
を
許
さ
な
い
た
め
、
牧
水
は
、
毎

日
苦
悩
の
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
牧
水
は
父
や
母
な
ど
家
族

の
歌
も
た
く
さ
ん
、
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
歌
も
そ
の
中
の
一
首
で
す
。
父

の
立
蔵
と
い
う
人
は
医
者
と
し
て
は

か
な
り
の
腕
を
持
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
い
わ
ゆ
る
『
お
ひ
と
よ
し
』
で
、

　
　
　
渡
　
逢
　
邦
　
彦

酒
に
は
目
が
な
く
、
飲
み
は
じ
め
る

と
、
と
こ
と
ん
ま
で
飲
み
、
そ
れ
で

い
て
、
妙
な
投
機
心
も
あ
っ
て
、
人

に
だ
ま
さ
れ
て
、
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
に

手
を
出
し
て
は
失
敗
す
る
と
い
う
有

様
で
、
家
は
次
第
に
窮
迫
し
て
い
っ

た
の
で
し
た
。
し
か
し
、
牧
水
は
そ

う
い
う
父
が
好
き
で
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
歌
で
す
が
、
父
は
縁

側
の
日
あ
た
り
に
出
て
い
て
、
つ
い

う
と
う
と
と
ね
む
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
見
た
牧
水
は
、
心
配
に
な

っ
て
「
お
父
さ
ん
、
そ
ん
な
と
こ
ろ

で
ね
む
っ
て
い
る
と
、
か
ぜ
を
ひ
き

漁 」
コ
i
「
打
「

“
巌

ま
す
よ
、
部
屋
の
中
に
入
っ
て
寝
床

に
入
り
な
さ
い
よ
し
と
言
っ
て
い
る

の
で
す
．
、
病
後
の
父
の
お
と
ろ
え
は

て
た
姿
を
み
て
隣
れ
む
牧
水
の
や
さ

し
い
心
が
、
私
達
読
者
に
も
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
結
局
、
父
は
、
こ
の
年
の
十
一
月

四
日
に
死
去
し
ま
し
た
。
行
年
六
十

八
歳
。
坪
谷
石
原
の
若
山
家
の
墓
地

に
ね
む
っ
て
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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頒

徳

祭

▽
日
時
　
4
月
－
日

▽
場
所
　
項
徳
碑
前

（
金
）
1
1
時
～

戦
没
者
合
同
追
悼
式

▽
日
時
　
4
月
3
日

▽
場
所
　
成
願
寺

（
旦
－
o
時
～

納
税
組
合
長
会

▽
日
時
　
4
月
1
9
日
（
火
）
1
0
時
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
（
体
育
館
）

区
長
・
組
合
長
合
同
会

▽
日
時
　
4
月
2
2
日
（
金
）
9
時
3
0
分
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
（
体
育
館
）

入
園
・
入
学
式

▽
4
月
1
日
（
金
）

　
　
山
陰
保
育
園

▽
4
月
5
日
（
火
）

羽謙

繽
J

　
　
寺
崎
幼
稚
園

　
　
中
学
校
（
美
々
津
中
学
校
含
む
）

▽
4
月
8
日
（
金
）

　
　
小
学
校
（
田
ノ
原
分
校
含
む
）

▽
4
月
1
1
日
（
月
）

　
　
東
郷
幼
稚
園
・
坪
谷
幼
稚
園

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
身
体
に
何
ら
か
の
障
害
の
あ
る
方

が
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
補
装
具
、

又
は
、
施
設
の
入
所
の
判
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
、
県
身
体
障
害
者

更
生
相
談
が
平
成
6
年
度
は
次
の
日

程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

実施日程表
2 12 10 9 7 6 4 月

23 8 27 22 28 23 28 当

木 木 木 木 木 木 木 曜

延
岡
市

延
岡
市

椎
葉
村

日
向
市

延
岡
市

北
郷
村

延
岡
市

蓋
玉
村

整
形
外
科
の
み

手
帳
実
施

整
形
外
科
象

手
帳
実
施
摘
要

　
こ
の
巡
回
相
談
を
受
け
る
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
予
約
が
必
要
で
す
．
．

　
又
、
日
程
に
よ
っ
て
判
定
内
容
等

に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

役
場
福
祉
生
活
課
ま
で
、
お
問
合
わ

せ
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．
、

手
話
講
習
会

　
　
　
　
受
講
生
募
集

　
東
郷
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
平
成

六
年
度
の
手
話
講
習
会
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
人
員
　
3
0
人

▽
日
時
　
毎
週
火
曜
日
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

▽
期
間
　
初
級
　
4
月
～
9
月

　
　
　
中
級
　
1
0
月
～
3
月

▽
受
講
料
　
三
千
円
程
度

▽
申
込
み
先
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

▽
申
込
み
締
切
　
4
月
7
日
（
木
）

加
入
し
て
い
ま
す
か
？

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　
こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

・
社
会
奉
仕
活
動
等
を
行
な
う
五
名

以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
て
、

往
復
途
上
も
含
め
た
グ
ル
ー
プ
活
動

中
の
傷
害
事
故
及
び
賠
償
責
任
を
負

う
事
故
を
補
償
し
ま
す
．
、

　
以
前
か
ら
加
入
し
て
い
る
方
は
継

続
加
入
を
、
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方

は
新
規
加
入
を
是
非
お
勧
め
し
ま
す
．
．

加入区分・掛金・補償額

傷害保険　／保険金額）

区分 対象となる団体
掛金
Pノ、年額 死　　亡

繹竢瘧Q
入　院
匇z’1

通　院
m日額．

出「1償責任

ﾛ　　閨
蜷ｯ斗1

共　済

ｩ舞金

A

●fどものクrレーフ

@　中学生以下
｡文化，社会奉仕活動

@　高校生以ヒ

400円 2．OOO万円 4．000円 1，500円

－
　
　
　
　
　
重
　
示

B ●老人クラブ団体

@　．60歳以上ト
600円 500万円 1．800円 1．000円

虻怯賠償
P人

@1億円

P事故

@5億円
ﾆ貨【．「㈹円

ｺ物賠償
T（ぽ）万円

ﾆ責L・：川円

突然死およ

ﾑ日射病、

M射病によ

骼�亡

P20万円

C ●成人のスホーツ

@　高校生以ヒ
1，300円 2．000万円 4，00⑪円 1，500円

　
加
入
手
続
き
及
び
内
容
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
ば
町
教
育
委
員
会

生
涯
教
育
係
ま
で
．
．

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
4
月
1
9
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
4
月
2
0
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
一
期

軽
自
動
車
税
全
期

※
軽
自
動
車
を
取
得
・
廃
車
し
た

　
と
き
は
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
一
、

善
急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
3
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
小
野
田
の
都
甲
一
弘
さ
ん
か
ら

（
エ
ン
さ
ん
・
9
2
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
糸
平
弘
文
さ
ん
か
ら

（
菊
代
さ
ん
・
9
0
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
衛
藤
ユ
キ
ノ
さ
ん
か
ら

（
州
雄
さ
ん
・
6
9
歳
ご
逝
去
）

◎
田
野
の
中
野
上
さ
ん
か
ら

（
清
太
郎
さ
ん
・
8
7
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
直
野
重
登
さ
ん
か
ら

（
川
越
ク
ヱ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
逝
去
）

◎
寸
寸
の
長
渡
サ
ク
子
さ
ん
か
ら

（
咳
夫
さ
ん
・
6
0
歳
ご
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
岩
野
マ
シ
エ
さ
ん
か
ら

（
正
雄
さ
ん
・
7
3
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
鶴
野
内
の
古
川
カ
メ
ノ
さ
ん
か
ら

快
気
祝
と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一

●

（
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
父
の
名
主
所

甲
斐
ち
は
る
　
巌
　
坪
谷

結
婚
お
め
で
と
う

　
氏
　
　
　
　
名
　
　
　
主
所

　
中
　
井
　
　
　
泉
　
　
　
反

　
工
　
藤
房
江
　
延
岡

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏
　
　
　
名

年
齢

住
所

都
甲
　
エ
　
ン

92

ﾎ

小
野
田

糸
平
菊
代
90

ﾎ

小
野
田

中
野
清
太
郎

87

ﾎ

田
　
野

衛
藤
州
雄
69

ﾎ

鶴
野
内

長
渡
昧
夫
60

ﾎ

福
瀬

川
越
ク
　
エ

85

ﾎ

福
瀬

岩
野
正
雄
73

ﾎ

迫
野
内

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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	東郷町生涯学習推進自治公民館大会
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	わがふるさと東郷町－又見茂樹さん

	ちびっこギャラリー　東郷幼稚園

	街の話題－自衛官の慰問に大喜び
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